
2O24–
2O4O令和 5年 10月 新たな「総合計画」の骨子を作成・意見募集

お問合せ ： 神奈川県政策局政策部総合政策課計画グループ　TEL.045-210-3061（直通）

令和 5年 12月 新たな「総合計画」の素案を作成・意見募集

令和 6年　3月 いただいたご意見や県議会での議決等を経て、新たな「総合計画」を策定

方法

ご意見・ご提案は「新たな総合計画に対する意見・提案」と明記して、次のいずれかの方法でお寄せください。（様式は問いません）

電子申請システムは
右の二次元コードに
アクセスしてください

郵送 FAX インターネット

〒231-8588
神奈川県政策局政策部総合政策課宛
（住所の記載は省略できます）

045-210-8819

2040年頃の神奈川が
どのような「姿」になっていることを

期待しますか。

2040年頃の神奈川のめざす「姿」に向け、
行政に何を求めますか。
あなたは、何ができますか。

いただいたご意見・ご提案は、今後の県政運営の参考とさせていただき、
新たな「総合計画」への反映状況を整理し、令和 6年 3月末頃に公表予定です。
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■ 新たな「総合計画」に対するご意見・ご提案をお寄せください

あなたのことについてお尋ねします（任意）
性別： □男性  □女性　　　年齢： □10代以下  □20代  □30代  □40代  □50代  □60代  □70代  □80代以上
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ご意見・ご提案を募集します
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令和 5年　7月 新たな「総合計画」の策定について意見募集

新たな「総合計画」づくりのスケジュール
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2040年の神奈川に向け、
今、行政に何を求める？
あなたは何ができる？

2040年の神奈川に向け、
今、行政に何を求める？
あなたは何ができる？

2040年の神奈川に
期待する「姿」は？
2040年の神奈川に
期待する「姿」は？

神奈川をとりまく社会環境
2008年に日本が人口減少に転じて以降も、神奈川の総人口は一貫して
増え続けてきましたが、2021年10月に統計開始以降初めて前年同月と
比べて減少に転じ、神奈川も人口減少局面に入ったと考えられます。団塊
ジュニア世代が65歳以上となる2040年頃に向けて、さらなる高齢化の
進行が見込まれます。

年齢、性別、国籍、障がいなどに
かかわらず、誰もが新しいことを
始めたりチャレンジできる社会。

2040

2023

2024–2027 多彩な人材が集まる神奈川なら
ではの支え合いによって、様々な
人が共生する社会。　など

誰もが便利な生活がおくれるよう、
デジタル活用を支援。

子育ては、周りの助けがあってこそ。
多世代交流の充実。　など

誰もがチャレンジ
できる社会

様々な人が
共生する社会

多世代交流の充実デジタル活用を支援

ごあいさつ
神奈川をとりまく社会環境は、
少子高齢化・人口減少が進んだことに加え、
新型コロナウイルス感染症の感染拡大や
国際情勢の不安定化など、大きく変化しています。
これまで、県では、「いのち輝くマグネット神奈川」の実現に向けて
取組を進めてきましたが、この理念を継承しつつ、
2040年頃の神奈川を展望した「基本構想」と、
2024（令和6）年度から2027（令和9）年度を計画期間とする「実施計画」で
構成する新たな「総合計画」を策定することとしました。
将来の展望や課題を明らかにして、
長期的なビジョンを県民の皆様と共有し、
共にこれからの神奈川づくりを進めていきたいと考えています。
ぜひ皆様も新たな「総合計画」に対する
ご意見・ご提案をお寄せください。

2040年の神奈川を考える
50の視点　詳しくはこちら


